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６ 各領域別指導の方針 

令和５年度 滝上町立滝上小学校 グランドデザイン 

≪学校の教育目標≫ 

思いやりのある子 進んで学ぶ子  

最後までがんばる子 

【スクールモットー】やさしく・かしこく・たくましく 

 

【
保
護
者･

地
域･

教
師
の
願
い
】 

 

・
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他
を
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を
も
つ
子 

・
困
難
に
負
け
な
い
強
い
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【
北
海
道
の
基
本
理
念
】 

『
自
立
』
と
『
共
生
』 
 【

滝
上
町
の
基
本
理
念
】 

ふ
る
さ
と
を
愛
し 

夢
と
誇
り
を
も
ち 

た
く
ま
し
く
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り 

 

令和４年度 各種調査・ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄから【根拠】 
〇 全国学力調査正答率【全道比：国語(+4p)】 
〇 児童質問紙「読書が好きだと思う児童」【全道比：（+4p）】 
〇 いじめ調査「いじめは絶対いけないと思う」【100％】 
● 全国学力調査正答率は算数がやや低い【全道比：算数(−１p)】 
● 記述式の問題の正答率が低い【国語・算数】 
● 走力が低い傾向がある【全国比：50m走T得点-8.2】 

 

 

令和４年度 学校評価から【事実】 
〇 学校は楽しいと思う児童が多い。 
〇 周りの人に親切な児童が多い。 
〇 掃除･当番活動に進んで取り組む児童が多い。 
● 自ら進んで発言することに消極的である。 
● 自己肯定感が低い傾向が続いている。【児童質問紙】 
● 一日の学習時間が短くゲーム等の時間が長い。【児童質問紙】 

 

 

 

             令和５年度 学校経営 重点目標 

 自信を持ち 仲間と共に たくましく生き抜く子供の育成 

重点的に育成する資質・能力    

 やさしく（徳）【豊かな人間性】 かしこく（知）【社会で生きる力】 たくましく（体）【健やかな体】 

知識 

技能 

・自ら進んで行う気持ちの良い挨拶（学級・児童会） 

・場に応じた言葉遣いや礼儀作法（全教育活動） 

・ネットコミュニケーション力（情報モラル教育） 

・ 自ら調べる力（辞典、地図、i padの活用） 

・･漢字･計算･音読力（基礎学力の定着）  

・プレゼンテーション能力（i padの活用） 

・運動能力の向上（体つくり運動の継続） 

・自己体力の把握、改善（体力テスト活用） 

・給食への関心・知識（学級・児童会） 

思考力 

判断力 

表現力 

・自己有用感の向上（各場面におけるリーダー制） 

・平和、人権意識の向上（総合･道徳･児童会） 

・助け合いの心（縦割り･学校間･異学年交流） 

・自分の考えを書く力、説明する力（算数授業等） 

・自己調整しながら学ぶ力（個別最適な学び） 

・対話を通して学び合う力（協働的な学び） 

・ICTを活用した運動技能の習得（体育授業） 

・メディア接触の判断力（生活リズムチェック週間） 

・自ら身を守る力（交通･生活･災害安全教育） 

学びに 

向かう力 

人間性 

・いじめに向かわない態度（道徳、学級・児童会） 

・ふるさと滝上への愛着心（ふるさと教育） 

・進学への見通し･意欲（小中連携・キャリア教育） 

・読書に親しむ態度（国語並行読書、学級・児童会） 

・苦手を克服する態度（自学自習ノート） 

・課題発見、探求力（SDGｓ教育） 

・スポーツに親しむ態度（学級・児童会） 

・仲間と夢中で楽しむ態度（学級・児童会） 

・性、多様な性へを理解する態度（性教育） 

 

「チーム滝小」による「自己肯定感を育む学校づくり」 

①「全児童の自己肯定感を高める」～活躍の場をあたえ、やらせて褒める取組を 

②「全児童を全教職員で育てる」～職員のチームワークで、全児童に光をあてる取組を 

③「職員にとって働きがいのある職場づくり」～業務効率化を意識して働き方改革を 

③ 

子供に 

育みたい力 

【ビジョン】 

〇 

成
果 

● 

課
題 

 協働し自分の役目を果たす活動を通して、自己肯定感とコミュニケーション能力を育む 【やさしく （徳）】 

 「分かる」「できる」「達成感」のある授業を通して自己肯定感と学習意欲を育む    【かしこく （知）】 

 自ら目標をたて、挑戦し、やり遂げる活動を通して、自己肯定感と主体性を育む    【たくましく（体）】 

滝上小として取り組む 

「これだけは」 【プロセス】 

家庭・地域・学校段階間の連携 

①本に親しむ環境づくり（図書館との連携） 

②家庭における学習習慣の定着（家庭との連携） 

③小中連携、一貫教育の構築（町内学校間連携） 

④地域人材活用と働き方改革の推進（ＣＳ連携） 

チーム滝小 【チーム】 滝上町 【ネットワーク】 

【学校経営基本方針】  自己肯定感を育む学校づくり 


